





























































































































































図 5-1 図 5-2 図 5-5
図 5-3 図 5-4
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図 6-1 図 6-2
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図 6-3 図 6-4
図 6-5 図 6-7
図 6-6
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図 6-12 図 6-14
図 6-15 図 6-16
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図 7-16 図 7-17
図 7-18 図 7-19
図 7-20 図 7-21 図 7-22





















































































































































































































































































































































































図 9-17 図 9-18












































































図 10-1 図 10-2
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図 10-7 図 10-8















































図 10-23 図 10-24
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端③より前腕部にいたるまでの間には，輪郭線
だけを彫った簡単な体毛④～⑥を３つ並べる。
　〈右上腕部〉も同様に，中央①を始点として，
右回りに渦を巻き，先端②を上方に向けて半Ｃ
字形につくる。それより下方には③，④ふたつ
の体毛を簡単に線彫りする。
７）翼〔図10-16・17〕
　〈左翼〉の基部は上腕部渦巻き状体毛の後方，
低い位置につくられる。基部は半円形３枚を縦
に並べたものを2列に重ねたもので，その先に
短い羽を4枚段彫りする。〈右翼〉も同形である
が，基部に縦に並べる半円形は４枚となる。
８）腹部〔図10-18・19・20〕
　〈左側腹〉には，側腹中央あたりに２本の体
毛の先端が並ぶ。どちらも平彫りで毛筋は表さ
ず，先端は前方上方に反転し一回転巻き込む。
付け根は風化するため，どこから発したかは明
らかでない。〈右側腹〉は表面の風化のため体
表装飾は不明。下腹には性器（陰嚢・陰茎）を
つくるが，陰茎の先端は欠損する。
９）背部〔図10-21〕
　脊柱を構成する椎骨が円形に盛り上げられ連
続する。
10）大腿部〔図10-22・23〕
　〈右大腿部〉の輪郭部前方には，３本の体毛
が等間隔に彫られる。体毛はすべて平彫りで，
毛筋は表さず，上部から下部にかけて体毛は長
くなる。先端はいずれも上方に反転し一回転巻
き込む。この体毛とは別に，右後脚肘前方に，
短く反り返る部分をつくる。〈左大腿部〉も同
形の体毛が３本彫られるが，最下部の体毛は上
２本から少し間を開いた下方に彫られる。
11）臀部〔図10-24〕
　〈右臀部〉では，大腿部後方上部から臀部後
方中央にかけて，体毛７本の先端が曲線状に連
続して並べられる。すべて平彫りで毛筋は表さ
ず，先端は前方から上方に反転して一回転巻き
込む。付け根部分は風化してどこから発したも
のか明らかでない。〈左臀部〉も同様の構成と
なる。
12）尾〔図10-24〕
　尾は垂直に垂れて先端が右側に曲がり，台座
について右方向に渦を巻く。尾の表面は風化す
るため，体表装飾は確認できない。
 （以下次稿）
〔付　記〕
本調査は平成16～17年度科学研究費補助金基盤研
究 C「魏晋南北朝時代の環東海地域における南朝
文化伝播の諸相と伝播経路に関する基礎研究」（課
題番号16520431）により行ったものである。なお
本調査報告書の作成にあたっては、多量の画像デ
ータの整理および画像修正作業等、多方面にわた
って阪南大学国際コミュニケーション学部2002年
度生有光恵梨君に協力して頂いた。これら煩雑な
作業に労を厭わなかった同君に厚く御礼を申し上
げたい。
 （2007年６月１日受付）
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